
内　容

令和８年度　総合的な学習の時間全体計画　　江戸川区立松江第四中学校
校長名　　鶴澤伸一

名称：総合的な学習の時間

学校の
教育目標

よく学び　心豊かに　たくましく
・よく考えて自らすすんで学ぶ　　　・健康でたくましく生きぬく　　　・体験を通し豊かな心を育む

・自分のよさや可能性に気付く
・職業についての理解を深め、できること
を考えて自分の生活に活かす

・働くことや学ぶ機会について知るととも
に、自らのキャリアプランニングをする
・職業について理解を深めたことを、自分
の生活に活かす

・今後の進路を家族や周囲に相談し、自
己理解を図る

国が示す総合的な学習の時間の目標

　探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えて
いくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）　探究的な学習の課程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な
学習のよさを理解するようにする。
（２）　実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することがで
きるようにする。
（３）　探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度
を養う。

学校の総合的な学習の時間の目標
1　自ら課題を見つけ、自ら考え、問題解決や探究活動に主体的に取り組んでいく過程を大切にし、生きる力の基礎を身に付けさせる。

2　SDGsの17の目標の中から各学年で取り組むことを決め、持続可能な開発のための教育(ESD)の実践を行う。
3　3年間のキャリア教育を通して、自己理解を深め、望ましい勤労観・職業観の育成を図り、自分の生き方の探究を行う。

育てようとする資質や能力及び態度

知識及び技能
第１学年 第２学年 第３学年

思考力、判断力、表現力等
第１学年 第２学年 第３学年

・キャリア教育を通して、自らの生き方を考え活動する
・自ら設定した課題を解決するために、どのようなことを行う必要が
あるかを考え活動する

・必要な情報を収集し、多角的に分析す
る

・将来を見据えて、自分のことや特長を
周囲に伝え、自分を考える

学びに向かう力、人間性等
第１学年 第２学年 第３学年

・学ぶことや働くことに関して、自分の考えを主体的に伝えようとする
・主体的に課題を設定し、探究的な学習に取り組もうとする

・互いの特徴を生かし、協働して課題を
解決する

・自己の課題を設定し、それを克服しよう
と積極的に取り組もうとする

〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉
第１学年 第２学年 第３学年

学習対象 学習事項

第１学年
・職業調べ、職場体験発表会 ・職業調べや職場体験発表会を通した職業理解
・キャリア教育 ・自分の個性や学ぶこと、働くこと、人との関わり
・読書活動 ・読書活動を通した言語活動の充実

第２学年
・職業や自己の将来に関して
・地域の自然環境

・上級学校調べ、上級学校訪問
・チャレンジ・ザ・ドリーム（職場体験学習）事前事後学習
・移動教室に関する調べ学習

第３学年
・キャリア教育
・読書活動

・進路選択に向けた職業・上級学校への理解
・読書活動を通した言語活動の充実
・修学旅行に関する調べ学習

学習活動 指導方法 指導体制 学習の評価
・１年：地域や職業を調べ
学習や発表
・２年：上級学校調べ、上
級学校訪問、移動教室事
前事後、職業体験
・３年：進路決定に向けた
学習、修学旅行、キャリア
教育

・生徒の課題意識を連続
発展させる支援
・協働的な学習活動の充
実
・発表を中心とした言語活
動の充実
・読書科と関連した、問題
の発見と解決に関する指
導

・学習進路部を中心とした
情報の集積と活用
・企画会における校内の連
絡調整と支援体制の確立

・個人内評価の重視
・ポートフォリオを活用した
評価の充実
・生徒同士の発表に関する
相互評価


